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コヒーレント後方散乱 
光の波長程度以下の大きさの散乱体が不均一
に分散しているランダム媒質にレーザー光を入
射させると、光は多重散乱される。散乱光のうち、
ランダム媒質から入射光側に向かうものが後方
散乱と呼ばれる。図 1,2 はランダム媒質に光を入射させたときの光路を示して
いる。実線、破線の光路をそれぞれ光路 A,Bとする。図 1において光路 Aはラ
ンダム媒質から入射方向と正反対の方向に出ていく光路で、光路 Bは媒質内で
その逆をたどる光路である。図 2においては入射光と異なった方向に出て行く
光路である。図 1 の場合、2 つの光は光路差のない互いにコヒーレントな光に
なるので、ランダム媒質の外で互いに干渉し必ず強め合う。図 2 の場合は光路差があるので強め合う場合と弱め
あう場合があるため、必ず強め合う図 1の場合より弱くなる。このため、図 3のように角度 0(入射光の正反対)が
ピークとなるグラフになる。今までの研究では平行光を入射させたコヒーレント後方散乱の研究しかされていな
かった。本研究では曲率を持つビームの場合、平行光のときと同様にコヒー
レント後方散乱は入射方向と正反対の方向に起こるのか、また起きた際に、
曲率によってピークは変わるのか調べることを目的とした。 
実験と結果 
本実験の概略図を図 4 に示す。ランダム媒質に曲率をもつビームを入射
させるために、凸レンズ 1 を前後に動かした。まず、集束光について考え
る。集束光がランダム媒質に入射してコヒーレント後方散乱が起きたとす
ると拡散光になるはずである。よって、凸レンズ 2 は拡散光を集束するこ
とになる。すなわち、平行光のときに比べコヒーレント後方散乱光が凸レン
ズ 2によって集束する距離が長くなる(図 5)。よってコヒーレント後方散乱
の正規化強度が最も強くなる時の CCD と凸レンズ 2 の距離は平行光のと
きと比べ長くなる(図 6)。拡散光でも同様に考えると、平行光のときに比べ
コヒーレント後方散乱光が凸レンズ 2によって集束する距離
が短くなる。よってコヒーレント後方散乱の正規化強度が最
も強くなる時の CCD と凸レンズ 2 の距離は平行光のときと
比べ短くなる。集束光の場合でも拡散光の場合でもコヒーレ
ント後方散乱を確認することができた。また拡散光と集束光
をランダム媒質に入射させた場合のコヒーレント後方散乱ピ
ークの形状と正規化強度にも違いが見られた。 
